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4 月号特集

生殖医療の現在
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　　　　　最初とされる外科手術には諸説あり，そ
の時期は紀元前3000年頃ともさらに前と

もいわれるが，常に革命的な治療とみられたのでは
ないだろうか。19世紀以降外科手術が治療法の主力
に加わり，近年では内視鏡外科手術が急速な進歩を
続けている。
　今号の特集は「内視鏡外科手術の現状と問題点」
とし，日本赤十字社医療センター（本誌編集アドバ
イザー）の幕内雅敏先生にご企画いただいた。
　内視鏡外科手術は体内の検査から始まり，それは

1805年にドイツのBozziniが喉や尿道などを観察し
たのが最初とされるが，その後約２世紀の間に発展
しながら各領域に広がり，施行数は増え続けている。
加えて，ロボット支援手術も広がりをみせている。
　内視鏡外科手術では，優れた整容性や痛みの少な
さ，在院日数の短縮はもちろん，操作面では拡大視
効果など，利点は大きいという。その一方で手技の
難しさや，医療経済面の問題など，重要な課題が認
識されている。本特集では，現状が整理され，課題の
克服等も含め，今後に向かう内容となっている。（Y）

編集
後記

特集にあたって…………………………………………………………………慶應義塾大学名誉教授　　吉村　泰典

わが国の生殖補助医療の現状

　…………………………国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター不妊治療科医長　　齊藤　英和

タイムラップスによる胚の評価…………………………ミオ・ファティリティ・クリニック院長　　見尾　保幸

着床前遺伝子診断とスクリ－ニング………………………………慶應義塾大学産婦人科学准教授　　末岡　　浩

卵子および卵巣組織の凍結…………………………埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教授　　高井　　泰

精巣組織の凍結

　………………… 横浜市立大学医学群分子生命医科学系列プロテオーム科学(生命医科学)教授　　小川　毅彦

多能性幹細胞からの生殖細胞分化

　………………………………………九州大学大学院医学研究院ヒトゲノム幹細胞医学分野教授　　林　　克彦

子宮移植…………………………………………………………………慶應義塾大学産婦人科学講師　　阪埜　浩司

生殖補助医療とインプリンティング予防

　……………東北大学大学院医学系研究科環境遺伝医学総合研究センター情報遺伝学分野教授　　有馬　隆博

生殖補助医療によって生まれた子どもの長期予後……………………東京医科大学産婦人科教授　　久慈　直昭

生殖医療と生命倫理…………………………………埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教授　　石原　　理

2026/09/26 18:13:35


